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1. はじめに 

サステナビリティ基準カンファランスが、2026 年 5 月 18 日に、ドイツのフランクフルトにあるゲーテ大学に

て対面形式で開催された。 

本カンファランスは、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）、ドイツ会計基準委員会（DRSC)、

ゲーテ大学、ライプニッツ金融研究所（SAFE）及びドイツ取引所グループの共催により開催された。会

議には、規制当局、学界、産業界及び基準設定主体等から様々な関係者が参加し、ISSB からは

Emmanuel Faber 議長及び Sue Lloyd 副議長が参加した。また、本カンファランスは、フランクフルト

において対面で開催されたサステナビリティ基準・アドバイザリー・フォーラム（SSAF）の前日に開催された

ことから、エフラグ（EFRAG）の代表者など SSAF メンバーが多く参加し、サステナビリティ基準委員会

（SSBJ）からは、川西 SSBJ 委員長及び筆者が参加した。 

本稿では、本カンファランスの概要について紹介する。なお、本稿における筆者の意見にわたる部分は、

筆者の私見であり所属する団体・組織の公式見解ではないことをあらかじめ申し添える。 

2. 本カンファランスの概要 

本カンファランスでは、「世界的な制約下におけるサステナブル・ガバナンス ― 共通の基準を実現するた

めの、多様な目標及び適用上の課題への対応」と題して、サステナビリティ関連開示に関する規制の断

片化をどのように克服するか、また基準設定制度間の相互運用可能性をどのように支援するかという論

点を中心に、各登壇者の見解が示された。   

今回の会議の議題及び登壇者は、次のとおりであった。 

 議 題 登 壇 者 

1 歓迎の挨拶 
Michael Huth 氏（ゲーテ大学） 

Mike Jose 氏（フランクフルト市長） 

2 談話 

モデレーター： Detlef Fechtner 博士（Börsen-Zeitung 主任政

治記者） 

パネリスト： 

・ Frank Elderson 氏（欧州中央銀行 監査役会副議長兼執行

役員） 
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 議 題 登 壇 者 

・ Petra Hielkema 氏（欧州保険・企業年金監督局 議長） 

3 

リサーチセッション 

開 示 か ら 脱 炭 素 化

へ：変化する世界に

おける基準及び現実

世界の影響の評価 

プレゼンター：  

・ Matthias Breuer 教授（ゲーテ大学 企業報告及び規制に関す

るハイゼンベルク教授職） 

・ Gaizka Ormazabal 教授（ナバーラ大学 IESE ビジネススクー

ル、Grupo Santander 金融機関及びコーポレート・ガバナンス議

長） 

・ Katharina Hombach 教授（ゲーテ大学 財務会計及びコーポ

レート・ガバナンスに関する教授職） 

4 

基調講演 

未来を創る：ダイナミ

ックなグローバル環境

における基準設定機

関の役割の進化 

Emmanuel Faber 氏（ISSB 議長） 

5 

対談 

サステナビリティ報告

の整合性：相互運

用可能性に向けた

欧州及び世界的な

取組み 

モデレーター：Detlef Fechtner博士（Börsen-Zeitung主任政治

記者） 

パネリスト： 

・ Sue Lloyd 氏（ISSB 副議長） 

・ Sven Gentner氏（欧州委員会金融安定・金融サービス・資本市

場同盟総局 企業報告、監査及び信用格付機関ユニット長） 

・ Kerstin Lopatta 教授（EFRAG サステナビリティ報告審議会議

長） 

6 

ガバナンスセッション 

多極化世界におけ

るグリーンガバナン

ス：力の均衡のかじ

取り 

モデレーター：Detlef Fechtner博士（Börsen-Zeitung主任政治

記者） 

パネリスト： 

・ Wilhelm Mohn 氏（ノルウェー銀行中央銀行投資管理部門 アク

ティブ・オーナーシップ グローバル責任者） 

・ Michelle Edkins 氏（ブラックロック兼 ISSB 投資家アドバイザリー

グループメンバー、ブラックロック・インベストメント・スチュワードシップ マ

ネージングディレクター） 

・ Soledad Núñez 氏（スペイン銀行副総裁兼金融システムグリーン

化ネットワーク メンバー） 

・ Antje Stobbe 博士（アリアンツ・グローバル・インベスターズ スチュワ

ードシップ部門長） 

7 
実務者向けセッショ

ン 

モデレーター：Georg Lanfermann氏（DRSC委員長、EFRAG 理

事会メンバー） 

パネリスト： 

・ Sue Lloyd 氏（ISSB 副議長） 
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 議 題 登 壇 者 

サステナビリティ報告

の整合性：相互運

用可能性への道筋 

・ Jochen Kurtz 博士（BASF SE 副社長 グループ・サステナビリティ

業績管理及び報告、炭素会計基準イニシアティブ（CASI）メンバ

ー） 

・ Wim Bartels 氏（デロイト リスク・アドバイザリー及び欧州サステナ

ビリティ統括 シニアパートナー、EFRAG サステナビリティ報告審議会

メンバー） 

・ Kristina Rüter 氏（ISS ESG マネージングディレクター、ESG メソ

ドロジー グローバル部門長） 

8 基調講演 
Ingo Speich 氏（Deka Investment サステナビリティ及びコーポレ

ート・ガバナンス部門長） 

9 閉会挨拶 Loriana Pelizzon 教授（SAFE 副科学ディレクター） 

 

3. 結びに代えて 

ドイツでの開催であり、欧州からの参加者が多かったことから、ESRS 先行適用企業の適用実績を踏ま

えた経験や洞察が複数の登壇者から提供された。また、多くの登壇者から、ESRS と ISSB 基準との相互

運用可能性や整合性の強化に関する期待が共有され、グローバルな開示基準設定主体基準間の連携

の重要性が強調された。 

  

 

 

 

以 上 


